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大平肺吸虫の新しし、終宿主 （肺吸虫 33)

宮崎一郎 石井洋一 菊池 正

九州大学医学部寄生虫学教室

これまで，いろいろな崎乳動物に大平1市政虫の被嚢幼

虫を感柴させてみた結果，有卵のDX,虫にまで発育しうる

ものとして，宮崎（1940)4はダ、イコクネズミ，ナンキシ

ネズミ，イヌ，ネコ，ウサギを報告，さらに万納寺（1952)3 

はタヌキ， イタチ， テシジクネズミを治加した。 この

中， ウサギでは虫の発育がややおくれ，テンジグネズ・ミ

では一層不良である。しかし，後者の体内でも，それが

ながく生きておれば，まれには有卵の成虫になることが

腹の残りを剖検しでも肺殴虫をみとめなかったので，ま

ず，自然感染はなかったとみてよい。

大平肺殴虫の被嚢幼虫は熊本県八代市の球磨川河口に

すむ Sesarmaintermedia （ベγ ケイガニ）に寄生する

ものを月jいた。この河口には，これまでの調査で小型大

平肺吸虫は全然みとめられないので，この実験には好都

合であるO

成績

できるD 即ち万納寺は供食後 70日間生存させえたテシ 要点をまとめると，表のようになるD

ジクネズミから 4匹の虫をとり出し，その中の 1匹は子 イノシシ：はじめに 50,2日おいて 17，計67匹のベ

宮内に多数の卵をもっていたことを報告したO ナンキ y y ケイガニを食べさせた。それらに寄生していた幼虫の

ネズ、ミでは，虫は速かに発育するが，宿主の抵抗がよわ 数は，これまでの寄生濃度から， 100個位と推定される。

く，ウサギやテンジクネズ‘ミよりも，なお一層死にやす 供食後30日から検使していたところ， 69日後にはじめ

い。 て特有な卵をみとめたので，最初の供食から 111日を経

方，大平肺既虫成虫の自然感！｛~が報告された動物 て，剖検をおこなった。その結果，左肺に5，右肺に 7,

は，ドプネズ．ミ 6，プタ8,fJ，イヌ 1,7，イタチリの 4種，こ 計 1211同の虫結節ーがあり，その中 10個には 2匹ず、つ，右

の中，確実なのはドブネズ、ミだけであるO 他もおそらく 肺の 1何には1匹の成虫が寄生していたが，のこりの 1

間違いないであろうが，絶対に Paragonimusiloktsu- 個（右肺）はカラであった。結局，左肺から 10，右肺から

enensis （小型大平肺吸虫）ではないと断言することが 11，計 21匹と り出したが，その他，胸腔に遊離したのが

できない。現在のところ，これら同程を成虫で区別する 2匹いたので， 合計23匹の虫をえたことになるO 最後

方法がないからであるO の2匹は体が小さかったが，いずれもよく発育し充分

われわれは，イノシシ，ブタ，ハムスターに実験して 成熱していた。

みたところ，いずれにおいても，完全に成熱させること プタ ： 1度に 35匹のベシケイガニ（幼虫寄生数は約

ができたので，こ斗に大平肺吸虫の新しい宿主として報 60匹と推定）をあたえておいたところ， 90日後に卵を

告する。 （大要は第5及び第6回日本寄生虫学会九州地 証明，よって供食後 95日を経て剖検した。左肺に5，右

方会で発表した。） 肺に 7，計12個の虫結節をみとめ，それらに寄生してい

材料

月jし、た宿主の数は，イノシシとブタ合 1頭とハムスタ

ー4頭，いずれも若いものである。イノシシは宮崎県西

諸県郡で－捕獲された同腹4頭中の 1つ，ブタは踊岡県築

上郡で産まれた同腹2頭中の 1つであるD どちらも検仰

によって，肺政虫卵を証明しなかったばかりでなく，同
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た成虫の数は，左肺ではそれぞれ2,2, 2, 2, 4，計12

匹，右肺では 2,2, 2, 2, 2, 3, 4，計17匹，あわせて

29匹であった。この他，胸腔に遊離したもの 3匹，腹腔

に遊離したもの 1匹をえた。肺に寄生したものは全部成

熱していたが，他の 4匹は発育おくれ，胸腔からえた 2

匹の子宮内に少数の卵をみとめただけで，のこり 2匹は

未成熱であったo

J、ムスター ： ベシケイガニの肝からとり出した被嚢

幼虫をピペットにとり，麻酔した宿主4flJiに注入した。

この宿主は犬平加盟虫の寄生にたえられないらしく，全
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大卒肺吸虫の被襲幼虫をあたえた成績

宿 王 あたえた数
あたえてから剖 寄生してい 発見された部位

子宮内に卵の有無
検までの日数 た虫の数

イノシシ カェ 67 111 

ブ l7 !/ 35 95 

ノ、ムスター（1) 幼虫 16 21 

!/ (2) !/ 20 26 

!/ (3) !/ 5 31 

!/ (4) !/ 5 50 

部，実験途中で死んでしまった。1号には幼虫16匹をあ

たえておいたところ， 21日後に死亡。その腹腔には血が

たまり，遊離した虫8匹と肝内に侵入していたもの 7匹，

計 15匹をみつけたが， すべて未成熱で， 卵はもちろん

認められなかった。 2号には 20匹の幼虫をあたえたが，

26日後に死亡。肝内から 1匹と腹腔に遊離したもの 3匹

をみつけた口前者と後者の中の 2匹は発育よく，成重県直

前の姿であって，子宮中に活般にうごく精虫や少数の卵

黄細胞をみとめた。また胸肢には両側にかなりの血がた

まり，右側から 1匹の虫をえたが，発育はややおくれて

し、TこO

これら 2頭の宿主は短期間で死んだので， 3号と 4号

には，あたえる幼虫の数をへらし， 5匹ずつにした。し

かしやはり抵抗よわく， 3号は 31日後， 4号は 50円

後に死亡した。前者では，左右の胸腔から，遊離したも

の1匹ずつをえた。左側には黄色の援問物が附蔚し，そ

の中に少数ながら肺政虫卵をみとめて，すでに産卵して

いたことを確認した。同側からえた虫は発育よく， 1何
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挿図の説明

図 1. イノシシの肺からえた成虫の卵巣（30倍）。供

食後 111日。
図刃， プタの肺からえた成虫の卵巣（40倍）。 供食後

95日。

図 3, ハムスター 3号の左胸腔からえた成虫の卵巣

(80倍）。供食後 31日。
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だけで‘はあったが，子宮の中に卵をもっていた。右側か

らえた虫もほとんど成熟体といえるが，子宮内には，ま

だ卵はみとめられなかった。 4号は肝がひどくやられて

横隔膜や小腸と広く癒着し，肝葉の問から 1匹の虫をえ

た。これは発育がおくれ，子宮内に卵をみとめることが

できなかった。胸腔には左右とも出血がみられたが，虫

はついに見出されなかった。

3種の宿主からえた虫の特徴

この実験の 1つの重要な目的は，これら新しい宿主の

体内で発育した場合，宮崎の重視する成虫の特徴が保た

れているかどうかを，みることで‘あった。そこで今回え

た虫体についても，まず民税のはえかたを精査し，さら

に染色して全体標本を作り，卵巣の形を観察した。その

結果，どの宿主からえた虫体も， E記事東は群生し，卵巣は

複雑に分枝して，ネズミ，イヌ，ネコなどに寄生したも

のと全く同じ特徴を示していた口ここに， 3種の宿主か

らえた成虫の卵巣顕微鏡写真を 1つずつかかげて，証拠

とするO また卵の形にも，本虫の特徴が保たれていた。

むすび

以上の成績から，イノシシとプタは大平肺吸虫の終宿

主になりうることが，実験的に証明された。イノシシの

棲息場所から考えて，河口に分布する本虫に感染する機

会は非常に少ないと思われるが，そのうちに自然感染も

みられることと期待しているO プタの自然感染はすでに

宮崎，鹿沼島，千葉，茨城の諸県ならびに八丈島産のも

のについて報告されており，この中，宮崎県産の例は，

まず間違ないであろう。

( 3 ) 
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本虫はまたハムスターの体内でも，有卵の成虫にまで

発育することが実証され，その発育速度もダイコグネズ

ミやナシキシネス、、ミの場合と，ほとんど同じであること

がわかった。しかしこの宿主は本虫の寄生にたえられ

ないらしく，肺に虫結節を作るまで生存できないように

思われるQ

これらの新しい宿主からえた虫体は，すべて，大平肺

奴虫の特徴をよくそなえ， したがって，肺既虫成虫の区

別に良線と卵巣の重要であることが，一層明らかにされ

7こO
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